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目的 

フィロゾーマに投与するアルテミアの好適な投与条件

と質的条件の検討，およびアルテミアの効率的な生産法

の開発を行うことにより，イセエビ幼生の成長と生残の

向上，および飼育の効率化を図る。 

 

１．アルテミアの安定培養技術の開発 

方法 

アルテミアへの植物プランクトン（テトラセルミス）

の給餌方法として，一定量を一括給餌した場合と同量の

プランクトンを少量ずつ連続給餌した場合でアルテミア

の成長，生残を比較し，良好な給餌方法を明らかにする

とともに，植物プランクトン給餌量を違えてアルテミア

を培養し，アルテミアへの好適な給餌量について検討し

た。また，アルテミアを水道水で短時間処理することで

アルテミアの活力の向上が見られたことから，アルテミ

アを毎日，あるいは 3 日に 1 回の頻度で 1 時間の水道水

処理を施して 2 週間培養し，アルテミアの安定培養のた

めの水道水処理の効果を調査した。 

 

結果および考察 

定量ポンプを用いて一定量の植物プランクトンを少量

ずつ連続して給餌を行った場合のアルテミアの成長は，

同量の植物プランクトンを一括して給餌した場合の成長

より速く，アルテミアの効率的な培養には連続給餌が適

当と判断された。生残に関しては，給餌方法の違いで差

は見られなかった。アルテミアへの給餌量に関しては，

1個体当たりの 1日の給餌量が 10×104cells以下では給餌

量が少ないほどアルテミアの生残率は低下したが，10×

104cells 以上では生残率に差は見られなかった（図 1）。

一方，アルテミアの成長は給餌量が多いほど速くなった。

このことから，安定してアルテミアを培養するには 1 日

の給餌量を 10×104cells 以上にする必要があると判断さ

れた。 

アルテミアを毎日，あるいは 3 日に 1 回水道水処理

した場合と，無処理とした場合のアルテミアの生残率

を比較したところ，毎日処理，3 日に 1 回処理，無処

理の順で高く（図 2），アルテミア培養時に水道水処

理を行うことでアルテミアの培養が安定することが

確認された。 

0

20

40

60

80

100

無処理 毎日 3日に1回

水道水浴の頻度

生
残

率
（

％
）

図 2.  アルテミア水道水処理実験の終了時の生残率 

2. フィロゾーマへのアルテミア給餌条件とアルテミア

利用状況の把握 

方法 

初期幼生へのアルテミアの好適な給餌条件を明らかに

するために，アルテミアの大きさと給餌密度を違えて1

令，3令のフィロゾーマをそれぞれ3令，6令になるまで飼

育し，それぞれの給餌条件でのフィロゾーマの生残，成

長を比較した。また，中期フィロゾーマに対する好適な

アルテミア給餌条件を検討するために，体長3.7mmと

5.7mmのアルテミアを給餌して体長7.6mmのフィロゾ

ーマを2ヶ月間飼育し（給餌量はそれぞれ0.05個体/mL

と0.02個体/mL），各条件での生残，成長を比較した。

更に，窒素の安定同位体比（δ15N）を用いてアルテミア

とイガイ生殖腺の餌料価値を推定した。 0
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結果および考察 

1 令のフィロゾーマを 3 令になるまで飼育した結果，

実験終了時に最も高い生残率と良好な成長を示したのは，

図 1.  給餌量を違えて培養したアルテミアの生残

と成長 

 




